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特長および概要 
16-bit のプログラマブルなカウントダウンタイマ
期間値がターミナルカウントにリロードされないワンショットの ダウンカウントオプション
最終カウントで割り込みが発生
内部の 32 kHz クロックまたは CPU クロックを使用

このユーザ モジュールは、割り込みコールバックを伴う 16-bit のプログラマブルなタイマです。 クロッ
クは、内部の 32 kHz クロックまたは CPU クロックから供給されます。 
Figure 1. Timer16 ブロック ダイアグラム
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16-Bit Timer
機能説明 
Timer16 ユーザ モジュールは、ワンショット カウントダウンを実行する （ワンショットモード）か、
一定期間にカウントダウンを連続的に繰り返す （連続モード）があります。 デフォルトのモードと期間
値は、デバイス エディタのパラメータセクションに設定するか、アプリケーション プログラミング イ
ンタフェース （API）セッションで SetMode() と SetPeriod() を使用してプログラム的に設定されます。 

DC 電気的特性と AC 電気的特性 
Table 1. Timer16 DC 電気的特性と AC 電気的特性

タイミング
開始すると、プログラマブルタイマが、データレジスタの値をロードし、最終カウントのゼロまでカウ
ントダウンします。 タイマは、最終カウントに到達すると 1 クロックサイクル分のアクティブ HIGH 最
終カウントパルスを出力します。 最終カウントパスルーティングの LOW 時間は、ロードされた 10 進の
カウント値にクロック周期を掛けたものです。 (TCpw = COUNT VALUEdecimal * CLKperiod) ． 最終カ
ウント出力の期間は、最終カウントのパルス幅と 1 クロック周期を足したものです。 (TCperiod = TCpw 
+ CLKperiod). 
TIMER0 だけがこの最終カウント出力を出力します。 TIMER1 と TIMER2 は、最終カウント出力を出力
しません。
Figure 2. Timer16 連続動作

パラメータ 条件および注記 標準値 制限 単位

F32K1 32 - kHz
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16-Bit Timer
Figure 3. Timer16 ワンショット動作

配置 
使用可能な TIMER ブロックの 1 つである Timer16 を配置します。 注：TIMER0 だけが最終カウントに
TC 信号を出力します。 TIMER1 と TIMER2 は、これを出力しません。

パラメータおよびリソース 
Period ( 期間 ) 

1-65535 の範囲にある 16-bit 値は、カウントダウン期間を指定します。

モード
Timer16 のモードを設定します。 「ワンショット」「連続モード」という 2 つのオプションがあり
ます。 ワンショットモードでは、タイマがフル カウントサイクルを完了して、動作を終了します。 
終了すると、このレジスタの START ビットがクリアされます。 連続モードでは、タイマはカウン
トサイクルが終了するたびにカウント値をロードし、これを繰り返します。

クロック選択
入力クロックを選択します。 使用可能なクロックから 1 つを選択します。
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16-Bit Timer
アプリケーション プログラミング インタフェース 
API ルーチンは設計者がより高度なレベルでモジュールを処理できるようにユーザ モジュールの一部と
して提供されます。 このセクションでは、各関数に対するインタフェースを include ファイルによって
提供される関連定数とともに示します。
Note  ここでは、 API 機能を呼び出して、 A および X レジスタの値を、すべてのユーザーのモジュール

の API に変更することができます。 関数を呼び出す場合、呼出し後に A と X の値が必要になる
ならば、必ず呼び出し前に A と X の値を保存してください。 PSoC Designer のバージョン 1.0 
以降では、効率を高めるために、この 「registers are volatile ( レジスタの揮発性 )」ポリシーが
選択され、実施されています。 C コンパイラは自動的にこの条件を処理します。 アセンブリ言語
のプログラマは、そのコードが、このポリシーを遵守していることも確認する必要があります。 
一部のユーザ モジュール API 関数では A と X は変更されないこともありますが、将来も変更さ
れないという保証はありません。

ここに、Timer16 提供により API 関数のリストを挙げます。

Timer16_Start

説明： 
スタートビットに 1 を書いて Timer16 を有効にします。

 C プロトタイプ：
void  Timer16_Start(void)

アセンブラ：
lcall  Timer16_Start

パラメータ：
なし 

戻り値： 
なし

特殊作用： 
この関数によって、A および X レジスタが変更される場合があります。

Timer16_Stop 

説明： 
スタートビットをクリアして、Timer16 を無効にします。

 C プロトタイプ：
void  Timer16_Stop(void)

アセンブラ：
lcall  Timer16_Stop

パラメータ： 
なし

戻り値： 
なし
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16-Bit Timer
特殊作用： 
この関数によって、A および X レジスタが変更される場合があります。

Timer16_EnableInt

説明： 
Timer16 最終カウント割り込みを有効にします。 

C プロトタイプ：
void Timer16_EnableInt(void)

アセンブラ：
lcall  Timer16_EnableInt

パラメータ： 
なし

戻り値： 
なし

副作用： 
この関数によって、A および X レジスタが変更される場合があります。

Timer16_DisableInt

説明： 
Timer16 最終カウント割り込みを無効にします。

C プロトタイプ：
void  Timer16_DisableInt(void)

アセンブラ：
lcall  Timer16_DisableInt

パラメータ： 
なし

戻り値： 
なし

副作用： 
この関数によって、A および X レジスタが変更される場合があります。
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16-Bit Timer
Timer16_SetMode

説明： 
モードビット値を構成レジスタに書くことにより、モードを設定します。

C プロトタイプ：
void  Timer16_SetMode(BYTE bMode)

アセンブラ：
mov   A, [bMode] ; place bMode in A
lcall  Timer16_SetMode

パラメータ： 
BYTE bMode: ワンショットモード （ビット値 1）または連続モード （ビット値 0）を 指定しま
す。

戻り値： 
なし

副作用： 
この関数によって、A および X レジスタが変更される場合があります。

Timer16_SetPeriod

説明： 
期間レジスタに 16-bit 値を書き込むことによって、期間を指定します。

C プロトタイプ：
void  Timer16_SetPeriod(WORD wPeriod)

アセンブラ：
mov   X, [wPeriod+0] ; place MSB in X
mov   A, [wPeriod+1] ; place LSB in A
lcall  Timer16_SetPeriod

パラメータ： 
wPeriod - 16-bit 期間値

戻り値： 
なし

副作用： 
この関数によって、A および X レジスタが変更される場合があります。
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16-Bit Timer
ファームウェア ソースコードの例 
次の C 言語とアセンブリ言語のサンプルコードでは、グローバル割り込みとタイマ割り込みが有効で、
割り込みハンドラが実行されます。 timer16int.asm の Timer16_ISR ルーチンは、ユーザコードバナー間
に 「ljmp _myTimer_ISR_Handler」という文字列を加えることで、変更します。 次にスタートルーチン
が呼び出され、カウントダウン期間が開始します。 タイマの刻みは、タイマが最終カウント （0）に到
達するたびに増加します。 254 回のタイマの刻みで、GPIO pin Port_1_0 が立ち上がり、下がります。
#include <m8c.h>        // part specific constants and macros
#include "PSoCAPI.h"    // PSoC API definitions for all User Modules
#include "PSoCGPIOInt.h"

BYTE  timerTicks;

#pragma interrupt_handler myTimer_ISR_Handler;
void              myTimer_ISR_Handler( void );

void main(void)
{
    timerTicks = 0;
    M8C_EnableGInt;

    Timer16_EnableInt();
    Timer16_Start();

    while( 1 )
    {
        if (timerTicks > 254)
        {
            timerTicks = 0;

//Port_1_0 is set to a Strong Drive
            Port_1_0_Data_ADDR |= Port_1_0_MASK;  //Raise Port_1_0
            Port_1_0_Data_ADDR &= ~Port_1_0_MASK; //Lower Port_1_0
        }

}
}

//------------------------------------------------------------------------
// myTimer_ISR_Handler    // The handler for the Timer ISR
//------------------------------------------------------------------------
void myTimer_ISR_Handler(void)
{
timerTicks++;
}
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16-Bit Timer
アセンブリ言語で書かれた同等のコードの例を下記に示します。
include "PSoCAPI.inc"
include "m8c.inc"       ; part specific constants and macros
include "PSoCGPIOInt.inc"

area    bss    (RAM,REL)
timerTicks:                 blk     1

area text(ROM,REL)
export _main
export _myTimer_ISR_Handler

_main:
    mov   [timerTicks], 0
    M8C_EnableGInt
    lcall  _Timer16_EnableInt
    lcall  _Timer16_Start

loop:
    mov   A,254
    cmp   A,[timerTicks]
    jnc   loop
    mov   [timerTicks], 0
    ;Port_1_0 is set to a Strong Drive
    or    reg[Port_1_0_Data_ADDR],1 ;Raise Port_1_0
    and   reg[Port_1_0_Data_ADDR],254 ;Lower Port_1_0
    jmp   loop

;----------------------------------------------------------------------
; myTimer_ISR_Handler    // The handler for the Timer ISR
;----------------------------------------------------------------------
_myTimer_ISR_Handler:
    inc   [timerTicks]
    reti
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コンフィグレーション レジスタ 
このユーザ モジュールの構成に使用するタイマ PSoC ブロックレジスタに関する説明を示します。
Table 2. ブロック Timer16, Timer0 構成レジスタ PTx_CFG

CLKSEL - このビットは、タイマが 32kHz クロックまたは CPU クロックのどちらに基づくかを指定し
ます。 このビットが 1'b1 に設定されている場合はタイマは CPU クロックに基づき、それ以外の場合
は、タイマは 32 kHz クロックに基づきます。
ワンショット - このビットは、タイマがワンショットモードと連続モードのうちどちらで作動するかを
指定します。 ワンショットモードでは、タイマがフル カウントサイクルを完了して、動作を終了しま
す。 終了すると、このレジスタの START ビットがクリアされます。 連続モードでは、タイマはカウン
トサイクルが終了するたびにカウント値をロードし、これを繰り返します。
START - このビットは、タイマのカウントをフル カウントから開始します。 フル カウントはデータレ
ジスタにロードされた値で指定されます。 このビットは、フル カウントサイクルの終了に伴い、タイマ
がワンショットモードで稼動している場合にクリアされます。
Table 3. ブロック Timer16、データレジスタ 1、 PTx_DATA1

これらのビットは、タイマの 16-bit カウント値の上位 8 ビットを占めます。
Table 4. ブロック Timer16、データレジスタ 0、 PTx_DATA0

これらのビットは、タイマの 16-bit カウント値の下位 8 ビットを占めます。

ビット 7 6 5 4 3 2 1 0

値 予約済み CLKSEL ワンショッ
ト

START

ビット 7 6 5 4 3 2 1 0

値 データ

ビット 7 6 5 4 3 2 1 0

値 データ
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16-Bit Timer
バージョン ヒストリー

Note  PSoC Designer 5.1 は、すべてのユーザ モジュール データシートにおいてバージョン ヒストリ
ーを導入しています。 このセクションでは、ユーザ モジュールの過去のバージョンと現在のバー
ジョンの違いの概要を説明しています。 

バージョン 著者 説明

1.1 DHA Timer16.h ファイルと Timer16.inc ファイルに、レジスタのエイリアスを追加。 
文書番号 : 001-68205 リビジョン ** 更新日 March 21, 2011                                             ページ 10/10

Copyright © 2008-2011 © Cypress Semiconductor Corporation. 本文書に記載される情報は、予告なく変更される場合があります。Cypress Semiconductor Corporation ( サイプレス セミコンダ
クタ社 ) は、サイプレス 製品に組み込まれた回路以外のいかなる回路を使用することに対しても一切の責任を負いません。特許またはその他の権限下で、ライセンスを譲渡または暗示するこ
ともありません。サイプレス 製品は、サイプレスとの書面による合意に基づくものでない限り、医療、生命維持、救命、重要な管理、または安全の用途のために使用することを保証するもの
ではなく、また使用することを意図したものでもありません。さらにサイプレスは、誤動作や故障によって使用者に重大な傷害をもたらすことが合理的に予想される、生命維持システムの重要
なコンポーネントとしてサイプレス製品を使用することを許可していません。生命維持システムの用途にサイプレス 製品を供することは、製造者がそのような使用におけるあらゆるリスクを
負うことを意味し、その結果サイプレスはあらゆる責任を免除されることを意味します。
PSoC® は Cypress Semiconductor Corp の登録商標であり、PSoC Creator ™ および Programmable System-on-Chip ™ は Cypress Semiconductor Corp. の商標です。本文書で言及するその他
すべての商標または登録商標は、各社の所有物です。
全てのソース コード ( ソフトウェアおよび / またはファームウェア ) はサイプレス セミコンダクタ社 ( 以下 「サイプレス」) が所有し、全世界の特許権保護 ( 米国およびその他の国 )、米国の
著作権法ならびに国際協定の条項により保護され、かつそれらに従います。サイプレスが本書面によりライセンシーに付与するライセンスは、個人的、非独占的かつ譲渡不能のライセンスであ
って、適用される契約で指定されたサイプレスの集積回路と併用されるライセンシーの製品のみをサポートするカスタム ソフトウェアおよび / またはカスタムファームウェアを作成する目的
に限って、サイプレスのソース コードの派生著作物をコピー、使用、変更そして作成するためのライセンス、ならびにサイプレスのソース コードおよび派生著作物をコンパイルするためのラ
イセンスです。上記で指定された場合を除き、サイプレスの書面による明示的な許可なくして本ソース コードを複製、変更、 変換、コンパイル、または表示することは全て禁止されます。
免責条項 :  サイプレス は、明示的または黙示的を問わず、本資料に関するいかなる種類の保証も行いません。これには、商品性または特定目的への適合性の黙示的な保証が含まれますが、
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